
■ 東武グループのサステナビリティ

　東武グループは、広域な鉄道ネットワークに広がる沿線地域が事業基盤であり、これまで以上に沿線を中心とした社
会の持続的な発展を実現することは、当社グループの最も重要な課題であると考えております。
　当社グループを取り巻く事業環境は、新型コロナウイルス感染症の影響による社会の変容とともに、少子高齢化の進
展、地球温暖化や廃棄物処理をはじめとした環境問題など、様々な社会課題に直面しており、新たなビジネスモデルの
構築とともに、課題の解決が必要であります。
　当社グループは、1897年の設立以来、事業を通じて社会課題の解決に取り組むことで、社会の持続的な発展の一端を
担いつつ、当社グループも発展してまいりました。
　これからも、沿線の特長や経営資源を活かしながら、社会課題の解決を通じて、将来にわたって新たな価値を創造
し、家族や地域社会の人々がお互いに助け合う「共助」を基盤とした「人にやさしく　人と地域が共に輝きつづける社
会」を実現することで、社会に不可欠な企業集団となることを目指してまいります。
　この考え方のもと、当社が特定したマテリアリティ（重要課題）と、課題解決により社会の発展と企業価値の向上を
持続的に創出するプロセス（価値創造プロセス）については、以下の通りです。

サステナビリティへの考え方

特定したマテリアリティ

価値創造プロセス

■地域社会の持続的な発展
■企業価値創造に資するコーポレート・ガバナンス
■多様な社員の「能力と可能性」向上 
■環境優位性の更なる向上などによる環境負荷の低減
■グループ全ての事業の根幹である安全・安心の確保

※各マテリアリティの解説は、次のサイト内「マテリアリティ」を参照ください。
https://www.tobu.co.jp/corporation/management/group/
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